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高桑先生の喜壽を祝う 

三 好傑德 

愛緩縣立 S 觀搞等學校 

理學陈±高桑良興先をほこ、じ目姐たく 77歲をれかえられました。をしてみ 
すこぶる御元氣でいらつしやることは直接參足類硏究の指導を賜つた程らとし 
まして，ぶ、からのお巌びを申上げないではいられません0私の日記を巧して瓣 
去におしたす紙の寫しを a てみまずと，，昭和18年3巧23肖高嵩さんじ差 Jb けた 
手紙の中へ始めて，.高藥先生のもとで多足類硏究の御指馨を受けるようじなれ 
ないものでしようかをいう毯の思いを打日月け直おたのみをしています 0 をの後 
幾回もこのことじついて高島春雄巧は御親切なおを紙を下さつたのでずが，を 
の年5巧7日に頂いたお手觀の中に，をの頃風引でやすんでいられた高桑先を 
から高農さんあてのおハボキが同封してあ！）ました0ぞこじは王好•君が i 京し 
て多足類を究するというこ•とをホいじ歡迎ずる，ということとおの上京後の 
を活についての御酌愈がか i •れていました0この頃松山巧でさえも證戒馨報が 
發令された！）していました0 

當時松山ボもこ高薬ををの御親戚，藤井さんがいらつしやることを知つていま 
した0ぶ巧9日をの頃いたが山高女の私へ電話がか i つて來ました0おてみま 
すともどろいたことじ高桑ホをからでした0藤#じ來ていると申されました 0* 
おはすぐ ffi 淵町の藤井さんのおをへ參?）ましてこの時はじめて寫藥先をにお目 
じか、ら'ました0いろいろ睾諸をうかがいましたが，をの時私は r 現を先生の 
もとで多足類の硏究をレているちがございまナか J と杰きピ、しました0先生は 
「ない」と.申されま した 。いよいよ上京して御指讓を受ける決也をしたのです 
が，6,巧玉3日ホ生と大淵ホ祇へ踩集に巧きました0この時先をとこ人である農 



(么） 


家の庭さきじ漬®ねてある古瓦をがらがらとひつかいてムヵデの谈集 をして，' 
とび上る程ひどくしかられたことは今思い出しても失笑を禁じ得ません0 先を 
は落惹きはらつて r 後で演重ねておいてもいけないでずか’？」と申されました0 
ところが「いかん」といつてをの農夫は巧をふみならしました0おはかでんだ 
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1 月 8目フサヤスデを見に 巧つ を日，= 瓶 巧での 記念撮影0 
先を當時75 歳。 
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いよ多足類研究にしたがうことになりました 0 每日每日粟巧夕理大動物 學教空 
の先生のよこのがで硏究をしました 0 今思い巧しても'じ、のおどる日々でした 0 
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ホをはいつもいらつしてをく硏究じ沒頭なされ，不明の魚をおたずねするのも 
機會を辞たねばなちませんでした0私はこのような生活を3年程つずけたいが 
望をもつていましたがす幸戰爭の雲巧きが日に目ピ惡くなら，とうとうその年 
0暮近く東京に居られなくなつてしまシてました0疎開でず0けれども杂いなこ 
とに高桑先生は松山へ疎開されることとな？)，おも松山〜度 f らました 0 先生の‘ 
を くの义献と镜おとをを部もつて〇をして私は巧び悠山窩来じつとめることに 
なろ文理大の硏究糞はが山离ホのを物窒じ移つたかたちでず。先生もも-おにな 
つて硏究なさ难、ますし，私はつずいて御指導を賜る幸福をもちました 0 をれだ 
のじ今度はお山さえ危驗じなら遂にえ献の疎關をすることじならました〇をう 
して觸禾口 20年の,7巧26日の夜， A あ出はものチごい空襲を受けて焦主と化しまし 
た0,擧校もを燒夕す0牽たも先生の文献と標【括め大部巧-とは殘らましたをの 
頃先をは山口臟防府じいられましたのでなかなか也目にか3^ることが出來ない 
ことにならました0昭和21年12巧巧目先をは八幡讚嵩女へ轉巧していた私のと 
ころへ來てでさいました0先生は私が八幡濱巿じ近い王瓶町で探つたハイボク 
フホヤスデの產地をこの販专見たいと申されました 0 をの頃から頭痛がすると 
言つて盾られましたが2日日 S 瓶町じある.私の家人うつられてから，とうとう疑 
似 パラチフスで 病乐じつかれました0隨み高熱の日がつずきまして衰弱されま 
した。そ してミつらうつらど陛られました0をのねむりからさめられると直ち 
に多お類に關する話しです0いろいろ文献か中の私は旣じもう知つていなけれ 
ば夕らな' レ、， ような•致を質間されるのですが，どうも明答がお來ないのでひやホ 
を流しました0ある時苦しをうにうめ-かれるので呼び起しますと「どうも變ん 
だ r 僕のし!)ヘムカデの Endbeine がはえているようでいけない」と申される 
のでず 0さめて.もねてもム々デのことでず0私はをく感じちえました0をの時 
のことは2冊の人-> 卜じ滿ちていますがこ、じその總てを書くことは照巧ませ 

ん〇 

しかし 幸に先生の御病氣は22年の1巧じ入つてから急速じよくなられました。 



( 4 ) 


醫者は先生の强緻なむ臟じ巧をまいていました。私が御病氣のことをこ、へ書 
きましたのはをくホのこ i を申上げたいからなのです01巧6日やつと風呂に 
いられました0おおは不安.帝でおつれせねばならませんでした01巧8日朝，フ 
サヤスデの產地へ巧くと申されま心てはじめて外に出られました0をくやつと 
お歩きじなる程なのですが科は先生を御案內して S 魅町の東の山に食い入る淺 
いが間じ巧つてホきました 0 客という部落から坂道じならました 0 さすがのを 
生も ini 登つては休み御苦むの鉤樣乎が見え，私ははらはらする思いでした 0 
先生の若’顏はやがて到寇するやフサヤスデの產地を見る熱情にもえています。 
私は先をのがをもつてひき上げてあげましたが5圆，も足のふみ場ををめ4歩い 
つては村;まれるのです。病後，しかも 7' 弓歳のおホが，あの 5nim じ足らない小動 
物を，をれも旣に何间か我が生きている標品をお見せしていますのじ，どうし 
てもをの虛地を强なければならないとの蒼行でず 0 私ば身ぶるいしました 0 
あ^をのさかんなる圃志，これこを眞の科擧者の逛でなくてなんであらましよ 
うか。おはまこと崇高なるものへの感激を先生によつて與えられました01丹 
にもかぃわらずフサヤスデはその坂の上の落葉の下で探ることが W 乘ました c/ 
先生が滿足なさつ'たお顏を思レ'、おこすことが出來ます a 思い出は盡きませんが， 
先生が益々御元氣で私どもお後をしたい巧く者どもをいつ美でも御指導でさい 
ますことをお願いして ベンを おきます0 (1949. 4. 25) 



